

雷球天使プラズマ☆ついなちゃん　第３話　誕生！ 雷球天使！＜後編＞













◇　◇　◇






　　　──あらすじ──

　如月ついな11歳。みずがめ座のＯ型。ごく普通の女の子。

　だったのだが……

　ある日、偶然出会った精霊を名乗るうさんくさい喋るぬいぐるみ、前鬼によって魔法少女にされてしまった。

　当然、そんな事は知らないとつっぱねるついな。しかしその日のうちに彼女の父親の会社がおかしな事に巻き込まれてしまう──








◇　◇　◇






　ダダダダダダッ──




「んっ？」

　ついなの部屋でクッションに腰掛け、のんびりとテレビを見ていた喋るぬいぐるみ、前鬼ぜんきはこの部屋に近づいてくる足音を聞きつけた。ここはついなの部屋。あちこちにファンシーな小物がある女の子らしい部屋だ。

　彼はブルーのクッションに深く身体をうずめ、つけているＴＶの前で一人、くつろいでいたのだが、次の瞬間──




　　バンッ！




　派手な音を立てて、部屋の扉が開かれた。そこに立っていたのは特徴的なグルグルお下げの少女だった。

　如月ついな。魔法少女に変身できる女の子である。目下、精霊を名乗る赤いぬいぐるみ、前鬼に魔法少女としての活動を要請されているが絶賛拒絶中であった。




　……だったハズであったが……つかつかと部屋を横切ると窓際の狭いベランダに出た。そしてスカートのポケットから折り畳み式の携帯電話をとりだした。さらに……




　「プラズマぱわーダウンロード！」




　一息で叫ぶとあっという間もなく魔法少女・プラズマついなに変身した。そして彼女はあっけにとられる前鬼を尻目に真っ赤なコスチュームを翻し、暗くなった夜空に舞い上がっていった。

　赤い衣装の魔法少女をポカーンと見送った前鬼だったが、一瞬後にはハッと我に返り、窓から飛び出したついなの後を追って文字通り部屋を飛び出していった。




「ちょっ、ちょぉ、まちぃな！　一体何事でっか？」




　前鬼はあわててついなの後を追って飛ぶ。前鬼が追いつく頃には二人の姿は街の空高く舞い上がっていた。足下には星空もかくやという街の明かりが広がっている。外はもうすっかり夜だ。

　ついなの耳元ではびゅうびゅうと風が吹いてるはずだが、困惑気味の前鬼の声は明瞭についなの耳に届いていた。ついなは変身で金色に変化したまなざしをぬいぐるみに向けると焦った声でこう告げた。




「パパの、パパの会社が大変なんや！　これから様子を見にいくで！」

　それを聞いて、前鬼はさっきまで見ていたテレビの内容を思い出していた。得体の知れない黒い渦がビルを取り巻いていて、その建物は外世界と完全に遮断されていた。中とは電話も携帯も通じない。ＴＶを見た感じ、電気も通っていないようだった。




「もしかして……ＴＶでやっとった、あのビルのことでっか？」




「せや！」

　ついなは前を向いて飛びながら勢い込んで答えた。一刻も早くパパの元にたどり着きたかった。心配で、それ以外の事は全く頭になかったので行ってどうするのか考えてなかった。

　なので、次の前鬼の一言で急に我に返った。




「はー……あのビルん中にパパさんの会社が──


よっしゃ！　雷球天使、プラズマついなの初仕事やーっ！」



「へっ、は、初仕事？」




　ついなは話題が飛んだことで思わず空中で止まってしまった。




「そらそうや。あれは誰がどー見たって『心の鬼』の仕業でっせ！　それをなんとかできるんは『雷球天使プラズマついな』しかありまへんのや！」

　勢いよくまくしたてる前鬼とは裏腹についなは困惑してしまう。




「う、うちが……？　そそ、そんなん無理や！　そないなことせんでも、きっと大人ン人らが何とかしてくれるハズや！」

「大人の人ら？　ふーん、例えば……？」




　少しいじわるそうに前鬼に問われて、ついなは口ごもる。

「そ、それは……その……おまわりさん……とか……？」

　それを聞いて、前鬼は吹き出した。




「ぷっふふーっ、ダメやダメダメですわ〜、けーさつなんかにどーこーできる訳あれへんやないけ〜」

　ご丁寧に口元に手をあてて吹き出しながら前鬼はついなの言うことを頭ごなしに否定した。




「な、なんやと？」

　ついなはつい、ムキになって言い返す。

「そんな訳あるわけないやろ。ちゃんと訓練受けた大人の人やで！　なんとかしてくれるハズや！」

「ふ〜ん？」

　前鬼は疑わしそうな声音でついなを見やった。しかしそれ以上は追求せず、背を向ける。




「な、なんや？」

「それはそれとして……や。方角は全然ちゃいまっせ？」

　前鬼はくきっと振り返りながらそうのたまった。

「なんやてぇ⁈　せやかてパパの会社行くときはこっちの駅……」

　言いかけてついなは気づいた。今、ここは空の上だ。地上と空中では勝手が違う。




「なんなら、ワイが案内しまひょ〜か？」

「分かるんか⁈」

「そらぁ、これでもワイは『心の鬼のすぺしゃりすと』やさかい！　これだけの規模の『心の鬼』、こんだけ離れとってもバリバリ存在が分かりますわー。ほな、はりきっていきまひょか〜？」

　軽薄そうにそういうと、先導するように飛び始めた。ついなはあわてて後を追うように空を蹴り、おいかけはじめた──








　　◇　◇　◇






　どろ、どろどろどろろろろろ……




　音として表記するとしたらそんな感じだろうか。どろどろとした黒く濃い障気がビルを中心に竜巻のように渦巻いていた。

「ほ、ホンマにつきおった……」

　隣のビルの屋上に、こっそり姿を隠しながら、ついな達は様子をうかがっていた。

「せやからいいましたやろ。ワイにはある程度『心の鬼』が感知できますんや」

　その横で前鬼がどうだとばかりに胸を張る。

「こないに遠くてもか？」

「こんだけの規模になるとそら、分からん方がどうかしてますなあ……。ほんで、どないしますのん？」

「う……」




　言われ、ついなは言葉に詰まった。パパの事が心配で飛び出したが、深く考えてなかった。こうして空を飛び、かけつけたものの、一体どうすればいいのか、どうしたいのか結局何も思いつかなかったのだ。返答に困っていると、完全に見物人を決め込んでる前鬼の声が聞こえてきた。




「おっ、なんや重機が出てきましたでぇ」

　見下ろすと、ビルの正面から、あちこちを急増の鉄板で強化したらしいブルトーザーとショベルカーが近づいてきた。既に武装した集団による突入は黒い渦にはじき返されている。次は重機による突入を試みるのだろうことはついなにも想像はついた。




「ほれみい、大人の人らもちゃんと考えとるやないか、これでもう安心や！」

「さぁて？　お手並み拝見といきまひょか〜」




　そんな強気なついなの声に前鬼は飄々とした様子で返事を返し、ついなは固唾をのんで様子を見守った。




　前鬼とついなが見守る中、二つの重機は距離を置いて、ビルにゆっくりとその巨大な鉄の爪を突き立てていく。




　ガガガガガガガガッ




　強烈な音がついなたちの隠れているビルの屋上にまで響く。が、それも一瞬のこと。重機は黒い流れに逆らいきれずにアッサリ横倒しになってしまった。

　ズズ〜ンと重機の倒れる重苦しい音がついなのるところにまで響いてくる。




「あぁぁっ⁈」

「あらら〜〜〜やっぱり……」




　慌てて周囲の人たちがひっくり返った重機の運転手を救うべく集まってゆく。その様子を報道ヘリがＴＶ局に伝えていることが上からでも分かった。




「たぶん、これ以上は打つ手はないんちゃいますかな〜？」

　まるで他人事のようにつぶやく前鬼。




「そ、そんなことあらへん！　これがダメやっても他にも方法があるハズや！」

　ついなはムキになってそういいつのった。

「あー……、せやけどそれまで中の人ら、無事やとえぇんやけどぉ〜」

「えっ」

　前鬼は独り言のように不穏なことをのたまった。

「前鬼言うたな。そら一体、どういうこっちゃ？」




「おやぁ？　言いませんでしたかぁ？　あいつら『心の鬼』は人間から『ストレスファーガ』を奪う為に人間に悪さしよるんや。『ストレスファーガ』を奪われるっちゅうことは人間にとって生命力を奪われるに等しいんでっせ？　これだけの規模のモンは初めてやけど、あんまのんびりしとったらアカンのは間違いあらへんやろな〜？」

　前鬼は淡々と他人事のように解説する。その話についなは顔を青ざめさせた。

「そ、そんな……」

「せやけど、プラズマついなならどうにかできるんでっせ。どないします？」

　黙り込んだついなの目をぬいぐるみの目が見上げるようにのぞき込んだ──








　　◇　◇　◇






　──非常電源によるぼんやりした非常灯の明かりの中、十数名の男女が不安げに身を寄せあっていた。壁一つ向こうでは獣じみたうなり声と常に壁を殴り続ける音が常に聞こえてきていた。




「みんな怪我はしてないな？」

　薄暗いオフィスに低く、張りのある男の声が通った。

「はい、異常はありません」

　若い声が返事を返す。

「バリケードは？」

「補強は完了しました」

　別の声が返事を返す。

「よし、今のうちにとなりの部屋に立てこもる準備を。今のバリケードが万全でも、やつらの力ではすぐ突破されるかもしれん」

「わかりました」




　若武者然とした張りのある声で指示を出しているのは如月きさらぎ 与よ一郎いちろう、ついなの父であった。彼らは皆同じ会社の社員である。いち早く異常に気づいた与一郎に率いられ、会社の一角に避難していた。彼の役職は班長である。しかし彼より上の役職の者は皆この騒動で判断が下せなくなっていた。




「部長と課長はまだ目をさなさないか？」

「はい」

「仕方ない。とにかく気絶したものを先に隣の部屋に送ってくれ。奴の気がよそに向いている今のうちに……」




　そこまで言い終えないうちに、バリケードがドンと揺れた。




「ちくしょーっこんな会社、こんな会社──っ！！」




　バリケードの向こうから人の声というよりは獣のうなり声のような叫びが聞こえ、バリケードがドカン、ドカンと暴れだした。男数人で押さえているにもかかわらず、バリケードは今にも破れそうになり、男達も必死にそれを押さえにかかる。




「くそっ、女性社員は早く避難を急げ！　最悪、ひきずってもかまわん！　Ｂ班はモップを持って待機！　バリケードを囲め！」

　与一郎から指示がとび、バリケードの周りにモップなどで武装した男性社員が取り囲んだ。




　　バリバリバリッ




　尋常でない力がバリケードをぶち破った。押さえていた男たちが吹き飛ばされるようにはじかれる。




「Ｂ班っ！」




　与一郎の号令に間髪いれず、モップを持った男たちが飛び込んできた化け物を押さえにかかる。バリケードを完全に破る前に無数のモップで動きを押さえ込まれる化け物。

そのもがく姿は常軌を逸していた。

　全身から常に黒い障気を発し、顔や身体は全く見えない。まるで人が黒い炎に身体を燃やされているようだ。

　それなのに、つり上がった巨大な目は赤く爛々と輝き、つり上がった真っ赤な口がパックリと開いている。これが元は人間だとは信じられない姿だった。




「今だっ！　Ｃ班っ！　布をかぶせろっ！」

　その合図で、二人の女子社員が化け物の顔にバサリと大きな布をかぶせた。




「おごぉ──────っ！！　こんな会社なんか────っ！！」




　布で視界が塞がれ、化け物が咆哮しでたらめに暴れまわる。モップをもの凄い怪力で振り払うが男達は素早く下がっていた。




「よし、今だ！　みんな隣の部屋に逃げ込めっ！」

　その号令を受け、でたらめに暴れる化け物を部屋に残し、みんな一斉に隣の部屋に引き上げた。間髪いれず、バリケードが扉をふさぐ。これで暫くは時間が稼げるだろう……




「ふぅ、みんな無事か？」




　そう聞く間にも凄まじい破壊の音が今いた部屋から聞こえてくる。例の化け物が手当たり次第に物を壊しているのだろう。




「班長、一体こんなこといつまで続くんですか……」

　バリケードを押さえながら。一息入れた与一郎の隣で若い男の社員が話しかけてくる。その目には今にもおしつぶされんばかりの不安にあふれていた。

　……だが、実直でならした与一郎にはその問いに応える回答は持ち合わせていなかった。いや、他の誰も答えられないだろう。だからストレートに答えるしかなかった。

「わからん。だが、これだけの異常、外が察知しないわけがない。必ず助けがくる。それまで持ちこたえるだけ持ちこたえねばな」

　だが、男は納得しなかったようだ。

「そんな……それじゃ、俺たち、このまま閉じこめられっぱなしじゃないですか……」

　にじみ出る男のイラただしげな声にいやな予感を感じ与一郎は目を上げた。案の定、男の身体から黒いもやのようなものが立ち上りはじめていた。




「おい……まて」

　与一郎の制止にもかかわらず、男の言葉は止まらない。

「このままだと、俺たち、俺たち……」




「おい、よせ！」

　与一郎は男の方をつかんでゆさぶるが、男の耳には届いてないようだ。そのままぶつぶつと絶望した表情でつぶやき続けた。




「このまま化け物に襲われて殺されて……いいやだぁあ……！」

「よせぇぇええっ！」




　途端、男の全身から黒い煙のような障気が吹き出し、全身を覆った。ついで、顔のあった部分に赤く光る目と大きく裂けるような真っ赤な口が開く。その姿は先ほど部屋に乱入してきた怪人の姿そのものであった。部屋の中で恐れ声のどよめきが広がった。




「いやだぁぁぁあっ！　もう、いやだぁぁあっ！」

　男の姿が吹き出す障気に覆われていく。与一郎は小さく舌打ちすると、男の肩に置いた手をぐっと引き寄せ、そこを起点に変貌をはじめた男の背後に回った。




「許せっ！」

　そう叫ぶと首と思しき場所に腕を回すとギリギリと締め上げ始めた。




「もういやだ！　もういやだぁぁあああぁあっ！」





信じがたい力で男はもがき続けた。が、与一郎の気力が上回ったようだ。やがて、その身体からくたりと力が抜けると、抵抗するのをやめた。そして徐々に障気が消える。しばらくするとまた男の姿はただの会社員の姿に戻った。






「ふぅ、間に合ったか……すまんな。これしか方法がなくて」

　そういって、与一郎は男を床に横たえた。男は目を回しているが、先ほど怪人になりかけたことなど嘘のように安らかに気絶していた。




　そう、ビル内で暴れている怪人達は全て元人間なのだ。どうゆうわけか、このビル内では自暴自棄になった人間はあのような怪人の姿に変貌し、暴れ回るらしい。それがわかったのは最初に異変に気づいてしばらくしてからだった。　最初は、外の様子が薄暗くなった以外で異常がなかったのだが、やがて電気や電話が途絶したことで異常が起きたことに気づいた。そして謎の黒い渦に閉じこめられている事にも気づいた。さらに暫くして、仕事が上手く行かず、明らかにストレスを溜めていた若手の社員が最初に変貌したのがこの事件のきっかけだった。

　最初は暴れ回る彼を皆で押さえ込もうとしたが、人並み外れた怪力で暴れ回る怪人に成す術がなく、部屋に逃げ込み、バリケードの向こうに退避するしかなかった。が、完全に怪人になる前に気絶させてしまえば、怪人化をくい止められると分かってからは対処も簡単になっていた。

　与一郎が柔道ほか、いくつか武道をたしなみ、人を締め落とす技術を持っていたのも幸いした。課長や部長は最初の騒動ですでに怪人に襲われ、目を回していたこともあり、一連の指揮は班長である与一郎がとっていた。




「く、またしても……」

　与一郎は苦々しげに部屋の片隅へ運び出される彼を見送りながら呟いた。そこには部長をはじめ、目を回した社員たちが横たえられていた。




「いえ、班長が最初に対処を間違えればここにいる皆がやられていました。そう自分を責めないでください」

　そう言ってなだめるのは与一郎の直接の部下だった。何故か与一郎の部下からは怪人になる社員は出なかったが、それも時間の問題だろう。時間が経過すればするほど、自棄になり、変貌する者は増えていくはずである。




「とにかく、助けが来るまで時間を稼ぐしかないだろう。いや、場合によっては……」




　　ずぅん……




　ここまでしゃべって不意に台詞が途切れた。ビルが唐突に揺れ、どこかで大きな破壊音が響いてきたのだ。




「……何だ？」

　与一郎はいぶかしげに呟いた。それが待ちに待った小さな救援者の到着だとは夢にも思わなかった。








　　◇　◇　◇






　──頑丈なはずのコンクリートの壁が轟音とともにアッサリと吹き飛んだ。ビルの廊下のあちこちで暴れ回っていた怪人たちが、思わず動きを止め、振り返ったほどである。

そこに今は破壊による粉塵が舞い散り煙幕よろしく視界を遮っていた。

　……が、その中に一人と一個、人影があった。

「ちょ、ちょぉ……これって……」

　もくもくと巻き上がったコンクリート粉塵の中で責めるような声が聞こえてきた。




「聞いとらんで！　なんやこれ⁈　こないに大穴開けてもうて！　弁償しろ言われたら一体、どないすんのや⁈」




　蒼白になって前鬼に詰め寄っているのは言わずもがな。魔法少女になったプラズマついなである。彼女はたった今、このビルに突入したばかりだった。ビルを取り巻く黒い渦を突破する為、前鬼の助言に従ってプラズマ球をぶつける必殺技、「いんぢストライク」を放った直後、プラズマ球が渦に穿った穴に飛び込んだのだ。

　……が、プラズマの衝撃波は、黒い渦に穴を開けるだけでなくビルの壁にも巨大な大穴を開けてしまっていた。




「だいじょーぶだいじょーぶ、いわなけりゃわかりまへんって！」

　そそのかしておいて、あくまで軽く返す前鬼。




「そんな無責任なーっ⁈」

　そういって前鬼につめよるついな。しかし前鬼はヒラヒラと前足を振ってついなの注意を前にうながした。




「そないなことより、ほれ。注意した方がいいんでないでっか？」

　そういうと、前鬼はちょいちょいと短い前足で横を指し示した。

「へ？」

　嫌な気配を感じ、ついなの首がぎぎぎぃ……と、ぎこちなく前鬼の指し示す方に注意を向けると、薄暗い廊下の中にチラホラと動きをとめていた怪人、怪人、怪人たち……と、目がバッチリあった。




「こ、ここ、こんばんは……」

　ついなはぎこちなくニヘラっと笑ってみせた。が、次の瞬間、怪人たちはついなに向けて殺到してきた。




　　ドドドドドドドドドドドドッ




「もうやけだもうやけだもうやけだ！」

「知ったことか知ったことか知ったことかっ！」

「ようじょようじょようじょようじょ〜〜〜〜っ！」




「わ──────っ　一人ヘンなのがおる────っ！！」




　押し寄せてくる怪人たちに背を向け、ついなはたまらず逃げ出した。その後ろを怪人たちが追いかけてくる。




「なんやねん、あれ一体なんや、お化け⁈」

　廊下を駆け出し逃げながらついなは隣を飛ぶ前鬼に尋ねた。




「さぁ〜？　心の鬼にしちゃ気配はしませなんだがなぁ〜？」

　なんともふわっとしいた答えが返ってくる。その間もだんだんと追いかけてくる怪人達との間が狭まってくる。




「そんなぁ〜」

「そんなことよか、ホレ、前からも来よりまっせ？」

「ひえぇっ⁈」

　言われるまま、前を見ると前方からも怪人達が殺到して襲ってきた。




「もう知らんもう知らんもう知らん！」

「どうにでもなれどうにでもなれどうにでもなれ！」

「もういやだもういやだもういやだ！」




　　ドドドドドドドドドドドッ




「ひえぇ〜〜⁈」

「時についなっち〜？」

　こんな時なのに、前鬼がのんびりとした調子で話しかけて来る。

「何やっ⁈　今忙しいんや！　手短にしてや！　っちゅ〜か万事休すやっ」

　怪人たちは前から後からグングン近づいてくる。今、ついなはその丁度中間にいた。




「そこなんやけどなぁ〜？」

　ついなは覚悟を決め、急ブレーキを足にかた。立ち止まると杖をグッと握りしめ、待ち受ける。怪人達はすぐ目の前に迫ってきていた。あわや激突かという瞬間、前鬼の声が耳に飛び込んできた。




「何で飛びませんのや？」

「っ⁈　ハッ！　せやった！」

　その刹那、ついなの身体が天井スレスレまで舞い上がった。次の瞬間……




　　ごすごすごっすぅ〜〜〜ん！！




　凄まじい衝突音が響きわたった。ついなの前と後ろから追いすがった怪人たちは勢いもそのままに互いに正面から激突したのだ。その壮絶な音についなは思わずキツく目をつむってしまう。

　そのまま怪人たちは衝突した直後、勢い余って吹っ飛び、バタバタと崩れ落ちた。




「あっちゃ〜……だいじょぶやろか〜……？」




　思わず、そうつぶやきながら、怪人たちの近くにおそるおそる舞い降りる。怪人たちは完全に目（？）を回しているようだ。




「あぁ、なるほどぉ。ついなっち、よぉ見ぃや。ホレ。こいつら、心の鬼ちゃうわけや〜」

「へ？」




　言われあらためて見下ろすと、倒れた怪人たちの身体を覆っていた黒い障気がみるみるうちに晴れていった。そしてその後には大の大人が目を回して倒れていた。




「なぁ。これ……このビルの中におった大人の人なんか？」

　辺りを見回す余裕ができてから、周囲を見回すと、うっすらと暗い廊下のそこかしこに横たわる人の影がいくつか目についた。そのいずれもが目を回し、気絶しているようだ。この怪人（だった人間？）たちに襲われたのかそれともほかの原因なのか……




「せやなあ。きっと、このビルん中にこうなる原因を作っとる『心の鬼』がおるはずやでぇ。そんでプラズマついなの役目はその『心の鬼』を見つけ出して退治する事や！　そーすりゃ、このけったいな現象もみぃ〜んな解決するっちゅ〜こっちゃ！　な？　簡単でっしゃろ？」

「そない簡単に言われてもなぁ……」




　この期に及んでなお、ついなはぐずった。それは仕方ないことだろう。今のも偶然切り抜けられたものの、しこたま怖い思いをしたばかりだ。正直もう帰りたくなっていた。

　とはいえ、さきほど走り回った為、自分が今この建物のどのあたりにいるのかさえわからなくなってしまっているのし、こんなところにパパがいるのはもっとほっとけない。




「大丈夫やって！　雷球天使の名は伊達やないんや！　方相の加護って奴で、ついなっちのチカラや反射神経、その他諸々、ぐ──んとぱわーあっぷしてまんのや！　せやから仮にあの怪人どもが束になってかかってきてもホンマなら力負けすることなんてないんやでぇ〜？」

「う、うぅ〜〜ん……」

　それでも渋るついなに、前鬼はとっておきの言葉を言い放った。




「ついなっち。パパさん、助けたいんでっしゃろ？」








　　◇　◇　◇






　──ここは地上の光さえ届かない地中奥深く。薄暗い空間に撮影用の鬼火がパッと輝き散った。




「いや〜〜〜〜相変わらずお美しいお姿ですぅ〜〜」

　そう言いつつ、カシャカシャと音を立てる亀のような姿の鬼がいた。その鬼の軽薄そうな声は豪華な調度品の並ぶ部屋に響く。




「ふん」




　声を向けられた女性は当然だと言わんばかりに息をつく。

　軽薄な亀のような鬼の名は影えい写しゃ鬼き。人間の世界で言うカメラマンのような心の鬼である。小学生くらいの大きさで、亀のような姿をしていて、顔面は大きな青いクリスタルのレンズがはめ込まれている。甲羅から打ち上がる鬼火を散らす事で対象を照らしだし、顔についた青いレンズで対象の姿を紙やフィルムに写し取ることができる心の鬼である。




「さ、鬼子・キュートスさま、もそっと、もそっと、そのお美しいお姿を写し取る栄誉をこの影写鬼めにお与えくだされ〜〜〜」

　調子のよいことをいいながら、パッパと鬼火を散らし、犬の毛皮の敷物の上に横たわる美女の姿を次々と顔のレンズに焼き付けてゆく。

　撮影中の美女の名は鬼女帝・鬼子・キュートス。人間界の遙か地下。鬼の国、般若党を牛耳る鬼の女帝である。

　巨大な犬の獣の毛皮の上に横たわり、深紅のビキニアーマーの姿を影えい写しゃ鬼きに撮影させていた。これでもこれは彼女の政治活動の一環である。




　──彼女は。ありとあらゆる手段を駆使して現在の地位にまで上り詰めた。その手段の一つに彼女の『女』の部分を武器にしたことも含まれている。鬼たちを統べる主人あるじは若く、強く、残酷で、美しい。そんな支配者は多少暴君であろうとも、いやそれゆえに支持を集めることがある。

　その自らのカリスマを盤石にする為、己の姿絵を一般に流通するように仕組んでいた。そしてそのことで民衆の心をつなぎとめることに成功していたのだ。




　……他に若い娘の姿絵が出回っておらぬ訳ではない。しかし、強制されるでもなく、彼女の人気はそれらに比べ圧倒的であった。

　ちなみに、彼女の肌に触れた不埒者は今まで一人とていない。政務でも、戦闘でも、プライベートであっても。それを試みるものは数多いたが触れた者は皆無だった。




　さて現在、撮影しているのはその中でも特に手柄を立てた者に褒美として与えられる絵姿である。写しでない絵姿の所持は鬼達の間では、栄誉であり、名誉であり、忠誠の証でもあった。




　　パシャ　パシャ




　影写鬼が鬼子に少し寄って姿を写し取る。背中の甲羅から打ち上げた鬼火が次から次へとパッパと弾けては散る。

　絵姿は彼女に寄って撮影されたもの程、レア度が高くなり、表向き、キュートスの絵姿を金銭で売買されることは禁じられているものの裏ルートでは高く取引されている。

「もそっと、もそっと、寄りますぞ」




　　パシャパシャッ




　特に真正面や近い距離から撮影したものは……




　　パシャパシャ




　四天王でなければ、容易に手に入れられないレアな絵姿なのだ。それゆえ……




　　パシャッパシャッ

「近いわ、無礼者」




　ゲシッ




　不用意に間近で撮影しようと近寄った影写鬼は彼女の不興を買い、蹴りとばされた。




「あたた……やや、これはこれは失礼いたしました。鬼子さま。つい、お美しさにフラフラと近寄ってしまいました。お許しを」

　ころころ転がった影写鬼は悪びれることなくおどけて立ち上がると、再び距離をとりパシャパシャと鬼火を散らし始めた。




「ふん──して白狐よ。実験の状況はどうなっておる？」

　鬼子・キュートスは毛皮の上で頬杖をつき、撮影を続けながら、部屋の片隅に声をかける。部屋の片隅、そこにぼうっと浮き上がる白い影があった。

　ドクター白びゃっ狐こ。鬼子・キュートスの配下、四天王の一人である。呼ばれ、彼は一礼すると片眼鏡を煌めかせ報告を開始した。

「はっ、先の実験にて心の鬼、自暴じぼう自鬼じきを大幅に改造した自暴樹じぼうじゅ鬼きを生成することに成功いたしました。現在、鬼子さまの偉大なるお力をお借りし、実験的に人間界に一体のみ投下いたしました……」




「ふん。で？」




　何気なく影写鬼に目線を送りながらも鬼子・キュートスは事務的な口調で報告を促す。さすがに彼女はカメラに向けて媚びた視線を送るようなことはしない。自然体で撮影にのぞんでいた。その彼女に対し、ドクター白狐は九つの尻尾を揺らしながら片眼鏡を正し、やや高揚がちに報告を続けた。




「はっ、素晴らしい成果でございます。たった一体の自暴樹鬼でみるみるストレス・ファーガの需要が13％も満たされております。これが複数体、人間界に投下されれば、再び方相界へ攻め入る日もそう遠い事ではありませぬぞ」

　ストレス・ファーガとは人間の堕落した心の発する障気である。人間の精神を苦痛や快楽に堕することで発生し、鬼子の国の糧となるのである。報告を聞き、鬼子・キュートスの口元ににぃ、と艶やかながらも肉食獣を思わせる笑みが浮かんだ。




「よかろう。その実験、必ず成功させよ」

「はっ！」

　この瞬間、この笑みを収めた絵姿は裏界隈で過去例にみない程の高値で取り引きされることになる──








　　◇　◇　◇






　──怪人たちから逃げまどい、階段をかけあがり、動かなくなったエレベーターの構内を飛び、前鬼の誘導の末、たどり着いた先に二〜三段の短い階段と一枚のドアがあった。

「ここや！　この先に心の鬼がおるで！」

ここまで、ついなを先導してきた前鬼が息せききって前の扉を指し示した。

「わかったで！　ここやな！　でぇぇぇえい！」




　勢い込んでついなは扉を勢いよく開き、いっきに中に飛び込んだ。




　　バン！




　と、扉が大きな音を立てて開く……が。




「なんやこれ？！　外やないけ⁈」

　そこは屋上だった。だだ広く広がるコンクリートの床、周囲を囲むようにめぐる黒い障気の壁。そして正面に佇む黒く巨大な影。頭上に広がる黒く深い……闇。




「なんや？　このデッカイんは？」

「こいつが『心の鬼』の本体や！　いくら暗うても、プラズマついなの眼力なら見通せるハズやで！」

「ん〜〜〜？」

　ついなは正面の影に目を凝らす。ついなの瞳が金色に輝いた。すると闇の黒い影から全貌がうっすらと浮かび上がってきた。




「な、なんやこれぇ⁈」

　それは巨大な樹木に見えた。巨大な太い木の根がコンクリートの床にはびこり、その枝は天井のように空を覆い隠し、頭上にまで延びている。だがなによりも。その幹には恐ろしい巨大な獣面がはりついていた。その顔は灰色で表面はゴツゴツした灰色のコンクリート質で恐ろしげな面構えをしていた。




　「グルルルル……」

　獣面はついなを見下ろすとニタリと笑った。鋭く並んだ無数の歯がズラリと見える。




「ひっ⁈」

　思わず、ついなは気圧されて後ずさる。




「ついなっち！　上や！」

「へ？」

　ついなが上を見上げると、頭上に黒い障気の塊が無数に生まれていた。




　ボトボトボトッ




　ついなに向け、何か得体の知れない黒い塊が落ちてくる。

「うひゃぁあ⁉」

　普段のついなではできないだろう動きで次々と落ちてくる黒い塊を必死にかわした。ついなの動き・反射神経も方相の加護により格段に底上げされていた。そのため、紙一重でかわすことにかろうじて成功していた。

　かわした黒い塊はベチャリと床に落ちると、１秒も経たず、気体のように蒸発して消える。だが……




「うひゃぁぁあぁああ⁈　キリないでこれ！」

　かわしてもかわしても黒い障気の塊は次から次へと上から降ってくる。




「なんとか隙をつくって、『いんぢ・ストライク』を撃ち込んで退治するんや！」

「そないなこと言うたかて〜！」




　頭上から降り続ける障気の塊を必死でかわしながら、ついなは返事する。いんぢ・ストライクは威力は高いが、射出するのに若干の時間を要する。こんなにせわしなく動きまわりながら撃つのは難しい。




「ついなっち！　こっち、こっちや！　戻るんやで！」

　みると、前鬼はたった今、でてきた屋上への出口の中から手招きしていた。いつの間にかチャッカリ戻っていたのだ。ビルへの入口は小さな小屋のようで、降り続ける黒い塊の影響を受けていないように見える。逃げ込めば一時的に凌ぐことができるだろう。だが、ついなはそこを見ていなかった。




「あっ！　そ、それやっ！」

　ついなは降り続ける黒い塊をかわしながら、前鬼の方向に突進した。しかし──




「へっ？　つ、ついなっち？」

　ついなは、建物に入る直前で急上昇した。そして、その上、屋根に設置してある給水タンクの下に潜り込んだ。




「こいつを使わせてもらうで！　ビルの持ち主の人！　堪忍や！！」

　ついなは、仰向けになり、頭上の給水タンクに向け、杖を突きつけた。




「いんぢ・ストライク！」

　杖の先に膨れ上がった光の玉は圧倒的な衝撃波を生み、給水タンクに吸い込まれた。給水タンクは一拍の呼吸を置いた後、派手に爆裂した。

　ドン、という重い音がついなのおなかを震わせる。




「ついなっち⁈　一体何を……？」

　吹き飛ばされた給水タンクは派手に水をまき散らし、上の方向に広範囲に飛び散った。落下してくる障気の塊は水の飛沫にぶつかり阻まれ、下に落ちてくる前に空中で霧散した。




「よっしゃ今や！　いくでぇ！


いんぢぃ〜・ストライク！！」






　ついなはその場に立ち上がり、『方相の杖』を高く掲げた。再び急激に杖の先端に光球が膨れ上がる。

　次の瞬間、ついなは杖を敵に向け振るった。光球は空気を灼き、オゾン臭を振りまきながら鋭い音を立てて直進する。




　　ドン！！




　先ほどより数倍する衝撃がついなの鼓膜とおなかを震わせた。周囲が明るい光に照らし出され、鬼の全身が火柱に包まれる。




「ぐるぉおぉおぉおぉおん！」




　巨大な心の鬼は恐ろしい苦悶の声をあげ、苦しげに身をよじった。再び、頭上の木の枝に障気の塊が生まれる。




「させへんで！　いんぢ・ストライク！」

　再三、ついなは杖を頭上に掲げ、上に向けてプラズマ球を放った。光球は落ちてきた障気の黒い塊を蹴散らし頭上の黒い天井を粉砕した。結果、そこだけ大穴が空き、ついなの周囲には障気の塊が降らなくなった。




「とどめや！　これで最後やで！

特大雷球！！


いんぢぃ〜〜〜ストライク！」






　……四度目の特大光球は確実に心の鬼を無へと葬った──








　　◇　◇　◇






　──薄暗いオフィス。重苦しい沈黙の中、まず最初におとずれた異変は与よ一郎いちろうの胸ポケットの中からだった。




　プルルルル。プルルルル。




　質実剛健な性質である与一郎は、基本的に携帯の着信音も特に音声を設定していない。だから自分の携帯だとすぐにわかった。今まで外の世界とつながらなかった携帯が唐突に鳴ったので思わず、与一郎は着信相手を確認せずに電話に出た。




「あなた。あなた。大丈夫⁈　今、どうなっているの？」

　それは愛する妻、内匠たくみからの安否確認の電話だった。それをきっかけに、あちこちで社員たちの携帯にも次々と着信が届く。

　いつの間にか、壁の向こうで暴れる怪人たちの音も聞こえなくなっていた。




「終わった……のか──？」

　与一郎は安堵よりも、怪訝そうに首をひねりながら、電話の声に応えてようと携帯を耳にあてた──








　　◇　◇　◇






「──ただいま帰った」

　少し疲れた声が玄関先で響いた。




「あなたお帰りなさい」

「パパおかえり〜」

「とうさんおかえりぃ〜っス」

　待ちかねたように内匠たくみかあさんが居間から小走りに迎えに出た。後ろにはついなと匠がぞろぞろとついていく。今までみんなして居間でとうさんの帰りを待っていたのだ。玄関にはスーツ姿の与一郎とうさんの姿があった。




「あぁ、今帰った。心配をかけたようだな。だがもう大丈夫だ。明日、事情説明に警察にいかねばならんがな」

　与一郎はネクタイを弛めながら鞄をかあさんに預け、靴を脱ぐ。




「ねーねー、一体なんだったの〜あれ？　中どうなっていたの〜？」

　姉の匠が頭を後ろに組みながら遠慮なく聞いた。だが、その言葉にとうさんは複雑そうな表情をみせた。




「さぁな。どう説明したものか……私にもわからん。それより、腹がへった」

「あ。はい。用意してますよ。おとうさんお疲れさまでした」

「うむ」

　そういうと、二人して居間に入っていった。




「そういや、巧くんは今日はいないのか」

「忘れたんですか？　今日は陸上の合宿だって出ていったじゃないですか」

「あぁ、そうだったな」




　そんないつもの会話をしながら二人はリビングに向かう。台所には出来立ての食事が用意してあった。おとうさんが無事であることはわかっていた。病院からの電話で知らせが入っていたからだ。簡単な検査の後、異常なしということで帰宅がゆるされた。







　──あれからしばらくして。ビルの屋上で二度・三度。正体不明の閃光と火柱があがった後、謎の現象は嘘のように収まった。目をまわしていた人たちは次々と目を覚ましたが、中には起きあがれないくらい衰弱している人も少なくなく、けが人も多かった。

　集団ヒステリーに集団幻覚──結局はそういうこととして、この理解不能な事件は処理されることだろう。と前鬼は予想していた。




「なぁんだぁ〜結局何が起こったのかわかんないのか。ツマンないの〜」

　姉の匠はなにやら携帯をいじりながら退屈そうに階段を上っていった。もうこの件に興味を無くしたらしい。とうさんの無事を確認できたのなら他はどうでもいいんだろう。




　ひとり、その場に残ったついなは暫くたたずんでいた。が、やがて大きく息を吐き出した。




「はぁ〜〜……良かったで……パパちゃんと無事やった」




　本当はあの後、スグに無事を確認したかったが、前鬼の「その格好をパパさんに見せるつもりでっか？」の一言でしぶしぶ帰ることにしたのだ。こんな姿、パパにみられたらパパが卒倒してしまうし、ついなも見せたくなかった。

　なので、ビルの屋上からパパが歩いて救急車に乗り込む所は遠目に確認はしたが、それだけでは気が済まず、ここで確認するまで気が気ではなかったのだ。




　──しばらくの間、ついなはそこで考え込み、なかなか動きだそうとしなかった。




「………………うん、せやな」

　やがて、ひとりうなずくと、顔を上げ、何かを決めたように自分の部屋に向かって歩きだした──








　　◇　◇　◇






　──贅沢な調度品が並ぶ寝室。そろそろ休息に入ろうとしていた鬼子・キュートスは天蓋付きのベッドの上でくつろいでいた。だが、その表情はひどく不機嫌に見えた。




「──で？　他になにか申し開きはあるか？　白狐よ？」

　威圧的な普段のビキニアーマーと違い地下シルクで編まれた薄いガウンを身に纏っているにもかかわらず、彼女の威厳と威圧感は普段にもいや増していた。




「は……その──」

　床に平伏しているのは誰あろう。ドクター白びゃっ狐こであった。床にすりつけている額にだらだらと脂汗を流し、どう申し開きしたものか、彼の老獪な頭脳はめまぐるしく回転していた。が、反面、どう言い逃れしても無駄であることを彼は悟っていた。

　彼は件の実験が唐突に途絶した事態を知らせに休もううかという彼女の元をおとずれた所だった。




「我に二度同じ質問をさせようとはいい度胸よの。だが二度は言わぬ。答えぬか！」

　ベッドの上に身体を横たえ、手には宝石をあしらった杯を持っている。中には真っ赤な血のような強い酒が満たされていたが、彼女はそれに口をつけてはいなかった。

　手の中の酒をいらただしげに回す。彼女の激しい気性を表すように、彼女のツノの辺りには白く不穏なオーラがただよい始めていた。時々、小さな白い火花がバチリとはじける。それを感じ、ドクターはビクリと身を震わせた。




「は……かの実験は……失敗いたしました……目下、原因は究明中で……」

「この愚か者がっ！！」




　鬼子・キュートスの雷が炸裂した。比喩ではない。彼女のツノから強烈な白い雷撃がほとばしり、ドクターを撃ったのだ。




「ぐぁあぁあああぁああああっ！」

　ドクター白虎はたまらず悶絶し、床に崩れ落ちた。

「我は成功以外の報告など聞きとうないわ！！　我が私室ゆえ、貴様の薄汚い血で汚さぬよう処断は見送ろう。だが今の貴様は不愉快だ。これ以上我を煩わせるな。去ね」

　その言葉と共に彼女の横たわるベッドの四方からカーテンが降り、彼女の姿をおおい隠した。




「は……失礼いたします……鬼子・キュートスさま」

　ドクター白狐は白い煙を身体中からたちのぼらせながらかろうじて立ち上がると、ヨロヨロと部屋を辞した。内心、この程度の処罰で済んだ事に安堵を覚えながら──








　　◇　◇　◇






　──前鬼はまたついなの部屋で青いクッションに埋もれながらＴＶを観ていた。ＴＶでは例の騒動について大騒ぎになっている。その報道を観ている時、この部屋の主であるついなが入ってきた。




「お──、ついなっち。パパさんどうでした──」

「なぁ、前鬼ぃ」

　ついなは前鬼の問いに答えず、逆に問いかけた。

「ん？　なんでっか？」

　特に気を悪くせず、前鬼は顔を向け問い返す。

　ついなは後ろ手にドアを閉めると、その場に立ったまま、神妙な声でたずねた。

「うちが魔法少女やらんかったら、どうなる言うとったっけ？」

「あ〜……」




　声の様子に前鬼はいつものようにおどけて返答しようとしたが、やめた。ついなの表情がいつになくまじめだったからだ。




「……そら、ワイ以外にも『聖霊見習い』はいますからなぁ。そいつらがガンバリますやろ。もっとも、ワイにとってのついなっちのような『適合者』が見つかれば。やけど」




「ほんで『心の鬼』いうんは、普通の人間にはどうしようもないんやな？」




　ついなにとって、「適合者」の意味はよくわからなかったが、大事なのはそこではなかった。前鬼はついなを見上げたまま、とつとつと語る。




「まず無理でっしゃろ。ついなっちも見ましたやろ？　『心の鬼』を制することができるんは、『聖霊』か『方相の武具』だけでっせ」

「そんで、『せーれー』っちゅ〜んは、現在『ほーそーの衣』っちゅうんが砕けてもーてこっちに来れへんちゅうこっちゃな？」

「そですわ。『方相の衣』が復活すれば事は収まるんですけどなぁ……」




　ここで一拍、間が空いた。ついなは息をのみ、一瞬、きつく目をつむった。




「ほなら、うちが……うちがやったる。魔法少女を……そ、その『ほーそーのカケラ』っちゅ〜奴を集めて元の世界に戻してやろうやないけ」

「ほんまでっか⁈」




　おもわず、前鬼はついなの目の高さまで飛び上がり、ついなの顔をのぞき込んだ。ついなの表情は硬かったが、その目には決意の光が宿っていた。




「せやかて、今日みたいに誰かうちの家族が騒ぎに巻き込まれてもうて、誰かに助けて貰うまで待つやなんてうちはゴメンや。この『ほーそーの杖』っちゅうんがそれを助ける力があるんやったら、うちの手で助けたい。それだけや」

　そういって、ポケットから携帯電話に擬態した『方相の杖』を取り出してそれに視線を落とした。

　今日のことでわかった。今までの自分たちの平和が脅かされていることが。このままだと、あの女の鬼のボスにこの世界が滅茶苦茶にされるということが。

　そして、それに対抗できるのはこの武具だけだということが。




「……せやったら、うちがやるしかあらへんやないけ」

　……怖くないといえば嘘になる。でも、何も知らないうちに騒動に巻き込まれ、来るのかわからない誰かの助けを待つのはまっぴらゴメンだった。それが怪人に追い回され、怖い思いをしたついなのそれでも紡ぎだした結論だった。




「よっしゃ。ついなっち。ほなら、今日からワイらはパートナーっちゅぅこっちゃ。これからもよろしゅうな〜」

　そういって、突き出されたぬいぐるみの小さい右手をついなは握り返した。




「うん。よろしくな、前鬼ちゃん」




　かくして、ここに一人の魔法少女が誕生することになった──








誕生！ 雷球天使！＜後編＞　──おわり──
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